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県大会優勝、
そして全国の舞台へ

6月4日、浜松市で開かれた第
11回 レ ワ ー ド カ ッ プ NPB

ガールズトーナメント静岡県予選大
会で優勝を飾り、全国大会への切符
を手にした戸塚さん（中部ガールズ
野球クラブ）。「準決勝で打ったレフ
ト前のヒットがすごく印象に残って
いる。決勝でも逆転につながるヒッ
トを打ち、チームの勝利に貢献でき
たことがうれしい」と大会を振り返
りました。
　戸塚さんは４歳上の姉の影響で小
学校２年生の4月から野球を始めた
そう。ポジションはセンター。所属
している自彊野球スポーツ少年団で
はクリーンナップ（３・４・５番）を
務めています。練習は基本毎週火曜
日から土曜日に行い、日曜日には練
習試合に参加。姉ともときどき一緒
に練習したり、アドバイスをもらっ
たりしているそう。
　今大会は、県中部地区の野球少女
が集められた「中部ガールズ野球ク
ラブ」の選手として参加。全国大会
は７月25日～31日に石川県で開催さ
れ、全46チームが出場します。戸塚
さんは「攻守でいいプレーをして、
チームの勝利に貢献したい」と全国
大会への意気込みを述べていました。

2011年７月16日生まれ、11歳。神戸在住。
自彊小学校の６年生。右投げ左打ち。野球
以外に好きなことは、漫画や本を読むこと。
最近は推理小説を読んでいるそう。

戸塚 日鞠
中部ガールズ野球クラブ・背番号７
自彊野球スポーツ少年団・背番号３

Totsuka Himari  BASEBALL

一緒に楽しく野球をしませんか
小学生なら誰でも大歓迎。野球に少しでも
興味がある人は自彊小のグラウンドにぜひ
遊びに来てください。見学のみも可能です。
練習日　毎週火～土曜日
問合せ　自彊野球  090-4162-2313（妹

せの
尾
お
）

※�そのほかのスポーツ少年団については生
涯学習課（ 33-2152）に問い合わせてく
ださい。
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文ふ
み
づ
き月

文月の由来
昔、七夕の日に書物を夜風にさらす行事があ
り、文を披

ひら

くという意味から文
ふみひろげつき

披月、それが
転じて文月となったと言われています。
※諸説あります。

初夏に白く色づいた半夏生◎県営吉田公園
広報よしだ◎2023／７月03



コミュニティ・スクール

ともにつくる 地域の学校
　グローバル化、人口減少、地域とのつながりの希薄化など子どもたちを取り巻く環境や学校が抱える課題は
複雑化・多様化しています。このような状況に対応し、子どもたちの豊かな成長を支えるために社会総掛かり
での教育を進めようと平成29年３月「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され、全国の小中学
校に「コミュニティ・スクール」の導入が求められるようになりました。吉田町においても、令和４年４月か
ら町内小中学校に導入し、コミュニティ・スクールとしての活動を少しずつ増やしています。皆さんは、コミュ
ニティ・スクールという言葉を耳にしたことがありますか。今回の特集では、より多くの皆さんに知ってもら
うため、一部の活動に触れながら、コミュニティ・スクールについて紹介していきます。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
？

　

保
護
者
や
地
域
の
代
表
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
学
校
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た

学
校
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
護
者

や
地
域
の
声
を
生
か
し
、
地
域
が
一
緒
に

な
っ
て
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会

　
学
校
運
営
協
議
会
は
地
域
住
民
や
保
護

者
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
学
校
の
運
営

や
必
要
な
支
援
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。
学
校
の
課
題
や
「
目
指
す
子
ど
も

の
姿
」
を
共
有
し
、
お
互
い
の
立
場
か
ら

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
C
S
D
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
は
地
域
と
学
校
の
橋
渡
し
役
。
各

学
校
に
１
人
配
置
さ
れ
、
学
校
運
営
協
議

会
委
員
と
の
連
絡
調
整
や
会
議
の
司
会
進

行
、
資
料
作
成
な
ど
協
議
会
の
運
営
を
補

助
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
学
校
か
ら
の
要
望

に
応
じ
て
、
地
域
の
人
に
声
掛
け
し
、
授

業
の
手
伝
い
や
環
境
整
備
作
業
な
ど
協
力

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
く
れ
る
人
を

募
っ
て
い
ま
す
。

コミュニティ・スクール（学校）
学校運営協議会
（保護者代表、地域住民など）

住吉小学校
髙
たか

橋
はし

 進
すすむ

さん

中央小学校
遠
えん

藤
どう

さとみさん

自彊小学校
佐
さ

藤
とう

福
ふく

子
こ

さん

吉田中学校
木
き

村
むら

志
し

朗
ろう

さん

CSD（コミュニティ・スクール・ディレクター）

地域
自治会、地域教育推進協議会、社会
教育関係団体、地域ボランティアなど

運営
補助

依頼

・学校運営への参画　 ・学校支援の充実
・地域貢献の場づくり

目指す子どもの姿を共有

協力

つながり

学校運営協議会委員の久
く
保
ぼ
田
た
勝
かつ
丈
ひろ
さんがベンチを試作してくれました

コミュニティ・スクールの取り組み紹介
　昨年４月のコミュニティ・スクール導入後、地域の皆さんの協力のおかげでコミュニティ・スクールとして
の活動が少しずつ増えています。学習支援や環境整備、見守りなど――。今回はその活動の一部を紹介します。

見守り

と
も
に
ポ
ス
ト（
自
彊
小
）

　

地
域
と
学
校
が
よ
り
強
い
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
今
年
の
１
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
老
朽
化
し
て
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
ポ
ス
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
児

童
か
ら
地
域
に
、
地
域
か
ら
学
校
・
児
童
に

向
け
て
思
っ
て
い
る

こ
と
や
考
え
た
こ
と
、

要
望
な
ど
を
誰
で
も

自
由
に
投と

う

函か
ん

で
き
ま

す
（
用
紙
は
自
由
）。

投
函
さ
れ
た
内
容
は

学
校
内
に
掲
示
し
た

り
、
学
校
だ
よ
り
で

紹
介
し
た
り
し
ま
す
。

毎朝、子どもたちと顔をあわせ、毎朝、子どもたちと顔をあわせ、
あいさつすることが生活の一部にあいさつすることが生活の一部に

なりました。子どもたちのなりました。子どもたちの
笑顔を見ると力をもらえた笑顔を見ると力をもらえた
し、規則正しい生活にもし、規則正しい生活にも
つながりました。体調をつながりました。体調を

理由に引退すること理由に引退すること
になり、すこし寂しになり、すこし寂し
いです。いです。

横
よこ

井
い

忠
ただ

志
し

さん（片岡）

児童から地域の人への感謝やOBによる学校の思い
出などこれまでに投函された内容はさまざま。

学
校
い
す
を
ベ
ン
チ
と
し
て 

再
利
用（
中
央
小
）

　

学
校
の
イ
ベ
ン
ト
や
環
境
整
備
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
た
人
に
利
用
し
て
も
ら

お
う
と
中
央
小
の
学
校
運
営
協
議
会
は
ベ
ン

チ
を
試
作
し
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
は
廃
棄
す
る

予
定
だ
っ
た
学
校
い
す
を
再
利
用
し
た
も
の
。

現
在
ベ
ン
チ
は
１
つ
で
す
が
、
８
月
中
に
５

つ
制
作
す
る
予
定
で
す
。
学
校
に
訪
れ
た
際

は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や
児
童
た
ち
と
の
交
流
の

場
と
し
て
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

登
下
校
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

児
童
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、
地
域
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
登
下
校
時
に
見
守
り
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
横
断
歩
道
な
ど
に
立
っ

た
り
、
児
童
た
ち
と
一
緒
に
歩
い
て
く
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

40
年
以
上
、
中
央
小
学
校
近
く
の
交
差
点

で
立
哨
を
し
て
い
た
横
井
忠
志
さ
ん
が
6
月

30
日
を
最
後
に
活
動
を
引
退
。
最
終
日
に
は

中
央
小
の
児
童
た
ち
が
登
校
班
ご
と
に
感
謝

の
手
紙
を
手
渡
し
ま
し
た
。

毎日、すれ違った際に「気をつけて毎日、すれ違った際に「気をつけて
ね」「おかえり」など優しい言葉をね」「おかえり」など優しい言葉を
かけてくれてありがとうございます。かけてくれてありがとうございます。
とってもあたたかく、しあわせな気持とってもあたたかく、しあわせな気持
ちになります。� ６ちになります。� ６-２-２女子より女子より

２２月2月233日、授業参観させていただ日、授業参観させていただ
きました。どのクラスも雰囲気がときました。どのクラスも雰囲気がと
てもよく、全員で楽しんでいてとててもよく、全員で楽しんでいてとて
も気持ちが落ち着きました。ますも気持ちが落ち着きました。ます
ます自彊小が好きになりました。ます自彊小が好きになりました。

広報よしだ◎2023／ 7月 0405



草刈りや花壇の管理、登下校の見
守り、ク

ラブ活動など、学校や児童・生徒た
ちのため

に何かできるかもしれないと思っ
た人はぜ

ひ連絡してください。専門的な知
識は必要

なく、短期間・時間の活動も歓迎しま
す。

住吉小学校　 ３２－1476

中央小学校　 ３２－1300

自彊小学校　 ３２－0009

吉田中学校　 ３２－0200

環境整備

活動に参加しませんか？
コミュニティ・スクールの

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
効
果　

　
保
護
者
や
地
域
住
民
が
、
教
育
に
対
す
る
課
題
や
目

標
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
学
校
を
支
援
す
る
取
り
組
み

が
充
実
す
る
と
と
も
に
、
関
わ
る
全
て
の
人
に
さ
ま
ざ

ま
な
効
果
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て

　
・
学
び
や
体
験
活
動
が
充
実
し
ま
す
。

　
・
地
域
の
担
い
手
と
し
て
自
覚
が
高
ま
り
ま
す
。

　
・�

地
域
の
人
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
で
、

防
災
、
防
犯
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
人
に
と
っ
て

　
・
学
校
教
育
活
動
へ
の
参
加
意
識
が
向
上
し
ま
す
。

　
・
児
童
・
生
徒
た
ち
の
交
流
機
会
が
増
加
し
ま
す
。

学
校
に
と
っ
て

　
・
地
域
の
人
に
学
校
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

　
・�

地
域
の
人
の
経
験
や
知
識
・
特
技
を
学
校
教
育
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第一印象は素直でいい子が多いなと思い第一印象は素直でいい子が多いなと思い

ました。わからないことがあったらすぐに聞ました。わからないことがあったらすぐに聞

いてくれるし、意欲的に取り組んでくれるかいてくれるし、意欲的に取り組んでくれるか

ら教える私たちも楽しませてもらいました。ら教える私たちも楽しませてもらいました。

インストラクター

亀
かめ

山
まや

留
る

美
み

子
こ

さん

教室の生徒

野
の

中
なか

教
きょう

衣
い

さん

指導者

牧
まき

 元
もと

美
み

さん

ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援

　

各
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
フ
ラ

ダ
ン
ス
や
茶
道
、
大
正
琴
な
ど
普
段

の
学
校
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
児
童

た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

学び

地域とともに子どもの
笑顔がたくさん生まれる学校へ

　
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
。
地
域
と
と
も
に
行
う

活
動
は
、
地
域
の
人
が
子
ど
も
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
社
会
情
勢
が

変
化
し
、
地
域
と
子
ど
も
の
つ
な
が
り

が
希
薄
化
す
る
中
で
、
お
互
い
の
顔
を

知
る
こ
と
は
大
切
で
す
。
学
校
や
家

庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
も
一
緒
に
な
っ

て
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

元農協の職員で地域で野菜を育てる

大
おお

石
いし

利
とし

幸
ゆき
さん（住吉）

ＣＳＤの髙橋さんに誘われ、昨年から住吉ＣＳＤの髙橋さんに誘われ、昨年から住吉

小の児童たちに野菜づくりを教えています。小の児童たちに野菜づくりを教えています。

野菜を自ら育て、食べることは子どもたちに野菜を自ら育て、食べることは子どもたちに

とって貴重な経験になると思います。子どもとって貴重な経験になると思います。子ども

たちの楽しそうに学ぶ姿に私も元気をもたちの楽しそうに学ぶ姿に私も元気をも

らっています。らっています。

学校の先生は１人だから聞きたいと学校の先生は１人だから聞きたいと

きに聞けないことが多いです。地きに聞けないことが多いです。地

域の人が来てくれると聞きたいこと域の人が来てくれると聞きたいこと

があったときにすぐ聞けてうれしがあったときにすぐ聞けてうれし

いし、スムーズに進いし、スムーズに進められてめられて

授業が楽しいです。授業が楽しいです。

自彊小５年生

良
ら

知
ち

汰
た

生
い

凱
が
くん

授
業
の
サ
ポ
ー
ト

　
家
庭
科（
調
理
・
裁
縫
）や
生
活
科

（
野
菜
づ
く
り
）、総
合
的
な
学
習
の

時
間（
吉
田
探
究
）な
ど
の
授
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
花
の
会
な
ど
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
、
園
芸
委
員
の
児
童

な
ど
と
協
力
し
て
学
校
の
花
壇
を
管

理
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

こ
ま
め
に
顔
を
出
し
て
、
花
が
ら
摘

み
や
草
取
り
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　
中
央
小
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の

苗
を
種
か
ら
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

育
て
た
苗
は
6
月
26
日
、
園
芸
委
員

の
児
童
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
正
門
前
に
植
え
ま
し
た
。

草
刈
り
・
草
取
り

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
各
学
校
の
敷
地
内
で
草

刈
り
や
草
取
り
を
実
施
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
吉
田
中
で
は
、
５
・
６
月

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
草
刈

り
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住吉小でフラダンス

広報よしだ◎2023／ 7月07 06



森
下
町
内
会（
住
吉
）が
宝
く
じ
助
成
金
を
活
用 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た

　

森
下
町
内
会（
住
吉
）は
、一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
地
域

住
民
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
使
用
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
カ
ラ
ー
複
合
機

な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
収
益
を
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
や
地
域

福
祉
の
向
上
な
ど
に
役
立
て
る
た
め
、

活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整

備
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
な
ど
に
対
し

て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
調
整
部
門

　

33
－
２
１
３
６

吉
田
町
役
場
で
献
血
を
実
施
し
ま
す 

あ
な
た
の
献
血
で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す

　

献
血
は
、
病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど

で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
命
を

救
う
た
め
、
健
康
な
人
が
自
分
の
血
液

を
無
償
で
提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
び
献
血
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場　
所

　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

日　
時

　

８
月
15
日
㈫

　

９
：
30
～
12
：
00
・
13
：
15
～
16
：
00

問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

32
－
７
０
０
０

　

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

０
５
４
－
２
４
７
－
７
１
４
２

地
区
回
り
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
し
た 

忘
れ
ず
に
検
診
受
け
て

　

町
内
各
地
区
を
巡
回
す
る
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。
対
象
者
に
は
受
診
票
を
７
月

末
ま
で
に
発
送
し
ま
す
。
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

▽
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

　

40
歳
以
上

▽
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
健
診

　

�

40
歳
以
上
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

▽
肺
が
ん
喀か

く

痰た
ん

健
診

　

�

50
歳
以
上
で
喫
煙
指
数
（
1
日
の
喫

煙
本
数
×
喫
煙
年
数
）
が
６
０
０
以

上
の
希
望
者

期　

間　

　

10
月
31
日
㈫
ま
で
（
30
日
間
）

場　

所

　

各
自
治
会
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ

　

健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

32
－
７
０
０
０

詳細は
コチラ▼

整備したもの
カラー複合機１台、椅子39
脚、机１3台、プロジェクター
１台、スクリーン１枚

健康体力づくり教室・親子体操の２期（８～11月）参加者募集

教　 室 講 師 対 象 活動日 時 間 定 員 会 場 内　　容

にこにこ健康体操 永井 成人 水
10：00
～
11：00

30人 総合体育館
アリーナ

初心者にオススメ！全身をほぐし、スト
レッチ、筋トレ、ウオーキングなどさまざ
まな動きを通して体の調子を整えます。

もみじトランポ 関 成人 水
10：00
～
11：00

２５人 総合体育館
剣道場

リズミカルな音楽に合わせたミニトランポ
ウオーク。頭と体を同時に使って脳を刺
激！一緒に楽しみましょう。

スロー筋トレ健康体操 半田 ６０歳
以上 金

10：00
～
11：00

３０人 総合体育館
剣道場

毎日をしなやかに生きるために、家でもで
きる筋トレを中心に仲間づくり。笑顔で脳
トレをしましょう。

らく楽健康体操 永井 成人 金
20：00
～
21：00

３０人 総合体育館
アリーナ

リズム体操、ストレッチ、ダンベル体操を
通して体力アップを図ります。

運動初心者向け（５０代以降のロコモティブシンドローム予防におすすめ）

教　 室 講 師 対 象 活動日 時 間 定 員 会 場 内　　容

Smileフィットネス 吉村 成人 水
20：00
～
21：00

３０人 総合体育館
剣道場

ヨガ、ピラティスを用いたストレッチや体
幹運動や楽しいリズム体操で心も体も
Smile！運動不足を解消し、体力UP！

トータルフィットネス 山田 成人 木
10：00
～
11：00

２５人 総合体育館
剣道場

一生歩けるからだづくり！ミニトランポ、
ヨガ、ピラティスなどを取り入れたエクサ
サイズで心と体をケアしましょう。

軽い運動をしている人向け（30・40代からの基礎代謝アップにおすすめ）

教　 室 講 師 対 象 活動日 時 間 定 員 会 場 内　　容

親子DEげんき！体操 吉村
満２歳以
上の未就
園児とそ
の保護者

火
10：00
～
11：00

２０組 総合体育館
アリーナ

親子でふれあい、楽しみながら運動しま
しょう。広い体育館でたくさん体を動かし、
器具などを使って元気に遊びましょう。

親子におすすめ

申込期間　７月24日㈪～８月４日㈮　火～金曜日 8：15～21：00　土～月曜日 ８：15～17：00
対　　象　町内在住・在勤者（親子DEげんき！体操は町内在住者）※先着順
参 加 費　健康体力づくり教室…２期2,400円（12回）/親子DEげんき！体操…２期2,000円（10回）
申込方法　中央公民館にある申込書に必要事項を記入し、参加費を添えて申し込んでください。
注意事項◦自己都合によるキャンセルや欠席された場合には参加費の返金ができません。
　　　　◦�申し込み数が１０人か５組に満たない場合は各教室の開催を取りやめます。開催を取りやめる場合に

は参加費の全額を、回数の変更や中止する場合には参加費の一部を返金します。
問合せ先　生涯学習課 スポーツ振興部門（中央公民館）　 ３3－2152

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の 

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
開
始

　

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、７
月
か

ら
「
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
（
特

定
原
付
）」の
区
分
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
こ
の
区
分
に
該
当
す
る
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
取
り
付
け
る
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
開
始
し
ま
し

た
。ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
得
に
関

す
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
、税
務
課
窓

口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
書
類

▽
新
車
を
購
入
し
た
場
合

　

適
合
証
又
は
販
売
証
明
書

▽
中
古
車
を
購
入
し
た
場
合

　

廃
車
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書
、

　
※

車
台
番
号
の
石
ず
り

※�

車
台
番
号
の
石
ず
り
と
は
車
台
番
号

（
車
体
に
打
刻
さ
れ
た
番
号
）の
上

に
紙
を
あ
て
、そ
の
上
か
ら
鉛
筆
な

ど
で
こ
す
っ
て
写
し
取
っ
た
も
の
。

注
意
事
項

・�

販
売
証
明
書
、
譲
渡
証
明
書
は
法
人

の
実
印
が
あ
る
も
の
の
み
使
用
可
。

・�

法
人
が
届
出
す
る
場
合
、法
人
の
実

印
が
必
要
で
す（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

収
納
管
理
部
門

　

33
－
２
１
０
９

金
融
機
関
と「
遺
贈
に
関
す
る
協
定
」を
締
結 

遺
贈
寄
付
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す

　

遺
贈
寄
付
と
は
社
会
貢
献
に
役
立
て

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
故
人
の
意
思
で

遺
産
を
ゆ
か
り
の
あ
る
町
な
ど
に
寄
付

す
る
こ
と
で
す
。
遺
贈
寄
付
を
す
る
に

は
、
遺
言
書
作
成
や
相
続
手
続
き
、
税

金
の
控
除
な
ど
専
門
知
識
が
必
要
で
す
。

　

町
は
６
月
21
日
、静
岡
銀
行
、島
田
掛

川
信
用
金
庫
と
遺
贈
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。今
後
協
定
に
基
づ
き
、

町
へ
遺
贈
寄
付
を
希
望
す
る
人
に
対
し

て
、金
融
機
関
が
保
有
す
る
専
門
的
知

見
を
活
用
し
た
助
言
な
ど
を
行
い
、希

望
者
の
意
思
が
円
滑
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。静
岡
銀

行
と
島
田
掛
川
信
用
金
庫
と
の
提
携
で

遺
贈
の
手
続
き
や
遺

言
書
に
関
す
る
相
談

が
初
回
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
静
岡
銀
行

　

32
－
１
１
９
２
（
吉
田
支
店
）

▽
島
田
掛
川
信
用
金
庫

　

32
－
１
２
３
１
（
吉
田
支
店
）

　

32
－
０
８
０
０
（
神
戸
支
店
）

※
平
日
９
：
00
～
17
：
00

　
問
い
合
わ
せ

　

財
政
管
理
課　

財
政
部
門

　

33
－
２
１
３
３

静岡銀行の中村智浩地方創生部長（左）
島田掛川信用金庫の松浦功常務理事（右）
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者（
75
歳
以
上
）の
皆
さ
ん
へ 

８
月
１
日
か
ら
保
険
証
が「
藤
色
」に
変
わ
り
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
住
所
や

氏
名
、
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
で
支
払
う

医
療
費
の
「
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１

～
３
割
）」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
以
降
は
、
今
ま
で
の
「
オ
レ

ン
ジ
」
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
な
お
、
こ
の
保
険
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
「
一
部
負
担
金
の
割
合
」
は
、

昨
年
（
令
和
４
年
）
中
の
所
得
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
の
で
、
前
回
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
改
定
に
つ
い
て

　

年
間
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員

が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と

被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
各
都
道
府
県
の
広
域
連
合

ご
と
に
定
め
ら
れ
、
医
療
費
や
現
役
世

代
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
て
２

年
に
１
回
改
定
さ
れ
ま
す
。
令
和
４
・

５
年
度
の
保
険
料
率
は
次
の
通
り
で
す
。

年
間
保
険
料
の
算
定
に
つ
い
て

▽�

所
得
割
額
…
…（
被
保
険
者
の
総
所

得
金
額
等
－
43
万
円
）×
８
・
29
％
㋐

▽
均
等
割
額
…
…
４
万
２
５
０
０
円
㋑

▼
年
間
保
険
料
…
㋐
＋
㋑

　
（
賦
課
限
度
額
66
万
円
）

※�

所
得
割
額
は
、
前
年
中
の
所
得
金
額

を
基
に
算
定
し
ま
す
。
年
度
途
中
で

加
入
、
喪
失
し
た
場
合
は
月
割
り
で

算
定
し
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主
の
総
所
得
金

額
の
合
計
額
が
①
～
③
の
場
合
、
次
の

割
合
で
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①�（
43
万
円
＋（
年
金
・
給
与
所
得
者
数

－
１
）×
10
万
円
）以
下
の
人
…
７
割

②�（
43
万
円
＋（
年
金
・
給
与
所
得
者
数

－
１
）×
10
万
円
＋
29
万
円
×
世
帯
の

被
保
険
者
数
）
以
下
の
人
…
５
割

③�（
43
万
円
＋（
年
金
・
給
与
所
得
者
数

－
１
）×
10
万
円
＋
53
・
５
万
円
×

世
帯
の
被
保
険
者
数
）
以
下
の
人
…

２
割

国
民
健
康
保
険
証
が 

「
ク
リ
ー
ム
色
」に

　

国
民
健
康
被
保
険
者
証
が
藤
色
か
ら

「
ク
リ
ー
ム
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
は
、
８
月
１
日
ま
で
に
世

帯
全
員
分
を
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
な
ど
を
確
認
し
て
か

ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
以
降
は
必
ず 

新
し
い
保
険
証
を
使
っ
て

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か

る
と
き
に
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

令和３年度 令和４・５年度 比較増減

所得割率 8.07％ 8.29％ 0.22％増

均等割額 42,100円 42,500円 400円増

賦課限度額 64万円 66万円 ２万円増

◎令和４・５年度保険料率

旧新

旧

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ 

高
額
に
な
っ
た
と
き
は
高
額
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

　

同
じ
月
内
に
医
療
機
関
に
支
払
っ
た

自
己
負
担
額
が
一
定
の
金
額
（
自
己
負

担
限
度
額
）
を
超
え
た
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
超
え
た
分
を
高
額
療
養
費
と
し

て
支
給
し
ま
す
。
領
収
証
は
申
請
の
と

き
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
自
己
負
担

限
度
額
の
算
出
方
法
は
70
歳
を
境
に
分

か
れ
、
所
得
区
分
に
よ
っ
て
計
算
式
が

異
な
り
ま
す
。

計
算
方
法
は
…

　

高
額
療
養
費
は
１
カ
月
単
位
で
計
算

し
ま
す
。
ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費

を
合
算
し
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

領
収
金
額
に
は
合
算
で
き
な
い
料
金

も
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
は
…

　

支
給
対
象
者
に
は
、
役
場
か
ら
の
通

知
に
よ
り
申
請
の
勧
奨
ま
た
は
支
給
に

つ
い
て
案
内
し
て
い
ま
す
。
勧
奨
通
知

ま
た
は
支
給
案
内
が
届
き
ま
し
た
ら
、

通
知
内
容
を
確
認
し
、
申
請
が
必
要
な

場
合
は
忘
れ
ず
に
窓
口
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

国
保
部
門

　

33
－
２
１
０
３

所得区分
自己負担限度額（月額）

個人
（外来のみ）

世帯
（入院と外来があった場合）

現役並み

Ⅲ 課税所得690万円以上 252,600円＋（ひと月に支払った医療費－842,000円）×１％
〈多数回140,100円〉※

Ⅱ 課税所得380万円以上 167,400円＋（ひと月に支払った医療費－558,000円）×１％
〈多数回93,000円〉※

Ⅰ 課税所得145万円以上 80,100円＋（ひと月に支払った医療費－267,000円）×１％
〈多数回44,400円〉※

一　般 課税所得145万円未満 18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈多数回44,400円〉※

住民税
非課税

Ⅱ 住民税非課税世帯

8,000円

24,600円

Ⅰ 住民税非課税世帯
　 年金収入80万円以下など 15,000円

※　過去１２カ月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり上限額が下がります。

▼�70歳以上の人の自己負担限度額（月額）

新
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
と
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①�

よ
り
良
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る

　

�

過
去
に
処
方
さ
れ
た
薬
や
特
定
健
診

な
ど
の
情
報
が
医
師
・
薬
剤
師
に
共

有
さ
れ
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
適
切
な

医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
転
居
後
も
保
険
証
と
し
て
使
え
る

　

�

就
職
や
転
職
、
転
居
後
も
保
険
証
の

切
り
替
え
や
更
新
が
不
要
で
す
。
新

し
い
保
険
証
の
発
行
を
待
た
ず
、
医

療
機
関
・
薬
局
で
利
用
で
き
ま
す
。

③
窓
口
で
限
度
額
以
上
の
支
払
が
不
要

　

�

高
額
な
医
療
費
が
発
生
す
る
場
合
に
、

一
時
的
に
自
己
で
負
担
し
た
り
、
役

場
で
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
手

続
き
を
し
た
り
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

※�

保
険
証
の
更
新
に
伴
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

保
険
証
と
し
て
使
う
に
は
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
発
行
後
に

保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
や

セ
ブ
ン
銀
行
A
T
M
、
医
療
機
関
・
薬

局
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
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下水道使用料
を改定します

令和６年４月から

改
定
の
ポ
イ
ン
ト

①�

基
本
使
用
料
を
月
額
９
１
０
円
か

ら
1
1
0
0
円
に
変
更
し
ま
す
。

②�

基
本
料
金
に
含
ま
れ
て
い
る
「
10

㎥
ま
で
」
と
い
う
基
本
水
量
を
廃

止
し
ま
す
。

③�

累
進
制
を
廃
止
し
ま
す
が
、
少
量

使
用
者
の
急
激
な
使
用
料
増
加
を

緩
和
す
る
た
め
、
今
回
の
改
定
で

は
、
従
量
使
用
料
を
1
カ
月
当
た

り
「
0
～
10
㎥
」
と
「
11
㎥
～
」

で
の
累
進
使
用
料
を
設
定
し
ま
す
。

新
料
金
の
適
用
時
期

①�

令
和
６
年
3
月
31
日
以
前
か
ら
継

続
し
て
使
用
し
て
い
る
人

　

�

令
和
６
年
７
月
検
針
・
８
月
請
求

分
か
ら

②�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
使
用

開
始
す
る
人

　

使
用
開
始
後
最
初
の
検
針
分
か
ら

下
水
道
接
続
の
お
願
い

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
、

下
水
道
法
第
10
条
に
基
づ
き
下
水
道

へ
の
接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
、
吉
田

町
下
水
道
条
例
第
３
条
で
原
則
６
か

月
以
内
に
接
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
き
れ
い
な

水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
未
接
続

の
世
帯
は
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。 

下
水
道
使
用
料
改
定
Ｑ
&
Ａ

Ｑ
な
ぜ
改
定
が
必
要
な
の
？

Ａ�

下
水
道
事
業
は
本
来
、
下
水
道
使
用
料
を

事
業
財
源
と
し
て
、
維
持
管
理
、
改
修
、

建
築
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
べ
き
事
業
で

す
。
し
か
し
、
現
行
の
使
用
料
収
入
で
は

毎
年
度
収
支
に
不
足
が
生
じ
て
お
り
、
不

足
分
を
町
税
な
ど
で
補
填
し
て
い
る
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

改
善
し
、
安
定
的
か
つ
持
続
的
な
下
水
道

事
業
を
運
営
す
る
た
め
に
、
使
用
料
の
改

定
を
行
い
ま
す
。

Ｑ�

こ
れ
か
ら
も
不
足
分
を
税
金
な
ど
で
補
填

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
？

Ａ�

毎
年
度
、
下
水
道
事
業
の
収
支
不
足
額
を

町
税
な
ど
で
補
填
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

町
税
な
ど
に
は
下
水
道
を
使
用
し
て
い
な

い
人
が
負
担
し
て
い
る
税
金
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、

下
水
道
使
用
者
の
受
益
者
負
担
に
よ
る
健

全
な
下
水
道
経
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

Ｑ�

今
ま
で
ど
の
よ
う
な
経
営
努
力
を
行
っ
て

き
た
の
？

Ａ�

電
気
使
用
契
約
事
業
者
の
変
更
や
施
設
管

理
委
託
業
務
の
不
断
の
見
直
し
に
加
え
、

施
設
が
故
障
し
て
か
ら
修
繕
を
行
う
事
後

的
な
対
応
で
は
な
く
、
予
防
保
全
型
の
施

設
管
理
を
行
い
、
維
持
・
修
繕
・
改
築
に

係
る
経
費
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
収
入
確
保
策
と
し
て
、
口
座
振

替
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
ス
マ
ホ
決
済
を
導

入
し
て
支
払
方
法
の
多
様
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
未
払
い
へ
の
対
応
と

し
て
、
給
水
停
止
の
執
行
（
滞
納
者
の
水

道
使
用
を
停
止
す
る
措
置
）
な
ど
で
、
水

道
料
金
と
併
せ
て
下
水
道
使
用
料
の
未
納

額
を
減
ら
す
よ
う
に
努
め
、
負
担
の
公
平

性
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ�

今
後
も
下
水
道
使
用
料
の
改
定
を
行
う
予

定
は
あ
る
の
？

Ａ�

下
水
道
事
業
は
使
用
者
が
特
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
事
業
に
必
要
な
経
費
は
使
用
者

か
ら
の
収
入
で
賄
う
こ
と
が
原
則
で
す
。

昨
年
度
に
使
用
料
改
定
を
審
議
し
た
吉
田

町
下
水
道
料
金
等
審
議
会
か
ら
の
答
申
で

は
、
令
和
12
年
度
ま
で
３
年
に
1
回
の
頻

度
で
使
用
料
改
定
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
中
長
期
的
な
経
営
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
段
階
的
に
適
切
な
使
用
料
水
準
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
使
用
料
改
定
の
必
要

性
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
下
水
道
使

用
料
の
改
定
幅
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
や
工

場
な
ど
の
生
産
過
程
で
出
る

排
水
は
、
下
水
道
管
を
通
じ
て
運
ば

れ
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
に
し

て
か
ら
川
や
海
に
流
し
ま
す
。
下
水

道
は
、
川
や
海
な
ど
水
環
境
を
守
る

こ
と
や
衛
生
的
な
生
活
に
欠
か
せ
な

い
施
設
で
あ
り
、
そ
の
運
営
は
下
水

道
使
用
料
や
税
金
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
下
水
道
は
平
成
７
年
か
ら
使

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、
消
費
税

率
の
改
定
を
除
き
、
使
用
を
開
始
し

て
か
ら
、
使
用
料
の
改
定
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
経
営
効
率

化
に
よ
る
費
用
の
抑
制
や
多
額
の
町

税
の
繰
り
入
れ
な
ど
で
使
用
料
を
据

え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
、

事
業
運
営
を
続
け
て
い
く
こ
と
は
、

将
来
の
経
営
に
支
障
を
き
た
し
、
安

定
し
た
汚
水
処
理
が
危
ぶ
ま
れ
る
状

況
で
す
。
こ
の
状
況
を
鑑
み
、
下
水

道
事
業
の
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た

め
、
令
和
６
年
４
月
以
降
の
使
用
分

か
ら
、
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼�下水道使用料体系表（一般汚水）　※金額は税抜

　

下
水
道
使
用
料
改
定
の
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【改定前】

基本使用料（１カ月） 超過使用料（１カ月）

水量区分 使用料 水量区分 単価（円/㎥）

～10㎥ 910円

11㎥～50㎥ 91円

51㎥～100㎥ 100円

101㎥～ 110円

【改定後】

基本使用料（１カ月）
従量使用料（１カ月）

水量区分 単価（円/㎥）

1,100円
～10㎥ 31円

11㎥～ 113円

※水道料金の
　改定はありません。

※一般汚水とともに公衆浴場汚水の使用料も変更となります。

使用水量（㎥） 水道 下水道 合計

0 2,200 2,420 4,620

10 2,200 2,761 4,961

20 2,200 3,102 5,302

30 3,366 4,345 7,711

40 4,532 5,588 10,120

50 5,698 6,831 12,529

60 6,864 8,074 14,938

100 11,528 13,046 24,574

200 23,188 25,476 48,664

400 46,508 50,336 96,844

▼改定後の料金早見表（2カ月計算）

問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
業
務
部
門

　

33
－
１
１
０
０

使用料の計算例

１カ月あたりの使用水量が30㎥の場合（税抜）
◆改定前
　基本使用料　910円
　超過使用料　（30㎥－10㎥※）×91円＝1,820円
　　　　　　※基本水量

910円＋1,820円＝2,730円

◆改定後
　基本使用料　1,100円
　従量使用料　（～10㎥）31円×10㎥＝310円
　　　　　　（11～30㎥）113円×20㎥＝2,260円

1,100円＋310円＋2,260円＝3,670円
940円の増額

（円・税込）

※水道料金は口径 13mmの場合
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　集団生活をすることで自分の役割を発見し
てもらう「自彊わくわく宿」が６月８日～１０
日までの３日間、長源寺で開かれました。自彊
小学校の４年生～６年生の１５人が参加し、炊
事や劇、座禅体験を行いました。９日は、グ
ループに分かれてカレーづくりを実施。健康
づくり友の会の指導の下、包丁の使い方など
を学びました。また夜のお楽しみは、演劇「ふ
くろうのそめものや」。６年生が主役を務め、
観客の前で役になりきりました。１０日の朝に
は長源寺本堂で座禅を体験し日本の伝統文化
を学びました。４年生の杉

すぎ

山
やま

波
は

菜
な

さんと島
しま

野
の

心
み

羽
う

さんは「友達と一緒にしたカレーづくり
がすごく楽しかった」と、６年生の杉

すぎ

山
やま

瑛
えい

心
しん

く
ん、矢

や

部
べ

太
た

一
いち

くんは「今年で最後の参加にな
るのは寂しいけど、友達との思い出ができて
良かった」と合宿を振り返りました。
１「ふくろうのそめものや」の演劇終了後に参加者全員
で記念撮影 ２スタッフにカレーのつくり方を教わりなが
ら材料の準備 ３友達と協力してシーツを敷いて就寝準
備 ４夜のお楽しみの前に勉強タイム ５長源寺本堂で日
本伝統の文化である座禅を体験

地域通学合宿「自彊わくわく宿」
達と学びあった３日間友

１

５

2

４

3

　町は６月２６日、8020コンクールを保健セン
ターで開きました。同コンクールは８０歳に
なっても２０本以上自分の歯を残そうという
「8020運動」の一環で、満８０歳以上の高齢者を
対象に実施。１６人が応募し、保健師の問診や歯
科医師による審査の結果、応募者全員が8020
を達成しました。達成者は、榛原歯科医師会を
通じて県コンクールにエントリーされます。
門
かど

田
た

万
ま

里
り

子
こ

健康づくり課長は「子どもの頃か
らの歯磨きの習慣が、今の健康的な歯をつ
くっている。これからも丈夫な歯を保ち元気
に過ごしてほしい」と表彰状と記念品を達成
者全員に贈りました。参加者の蒔田美智江さ
んは「毎日３回の食事だけでなく、おやつを
食べた後も歯を磨く」と健康な歯の秘訣を話
しました。赤

あか

堀
ほり

仁
よし

則
のり

歯科医師は「あいうベ体
操」という口の筋トレを応募者に指導し、「歯
と体の健康はつながっている。これからも歯
磨きの習慣を大切にし、年１回はかかりつけ
医で歯の健診も受けて」と講評してコンクー
ルを締めくくりました。

噛むカムケア8020コンクール
康な歯でいきいきと健

達成者の皆さんは次の通り（敬称略）。
▷福

ふく

世
よ

久
ひさ

江
え

、蒔
まき

田
た

美
み

智
ち

江
え

、田
た

村
むら

静
しず

夫
を

、田
た

島
じま

三
みつ

夫
お

、増
ます

田
だ

佳
か

代
よ

、山
やま

下
した

雅
まさ

文
ふみ

、大
おお

村
むら

弘
ひろ

司
し

、仲
なか

村
むら

良
よし

枝
え

、本
もと

橋
はし

良
よし

雄
お

、松
まつ

永
なが

よね子
こ

、堀
ほり

井
い

ミドリ、
木
き

村
むら

榮
えい

子
こ

、川
かわ

本
もと

静
しず

江
え

、岸
きし

端
ばた

さな江
え

、杉
すぎ

原
はら

幸
ゆき

夫
お

ほか１人

▲�レプリカの一億円分の札束を持ち、重さ
（約１０㌔）を体験する児童

　税の意義や役割を正しく理解してもらおうと租税教室が６月５日、中
央小学校で開かれました。役場税務課職員が講師を務め、６年生１１２人
がクイズやDVDアニメの視聴などを交えながら税金の仕組みや必要性
を学びました。職員は税金の種類や学校、消防など身近な場所で税金
が使われていることなどを説明しました。久

く

保
ぼ

田
た

陽
はる

くんは「税金はみん
なを支え、育てていく大切なものだと感じた」と、増

ます

田
だ

愛
あい

睦
む

くんは「救
急車など人を助けるために税金が使われていることを知ることができた。
将来は責任を持って税金を納めたい」と話していました。

中央小学校で租税教室
金ってなに？ 税の仕組みや大切さを学ぶ税

　自彊小の児童が６月８日にPTAや地域の協力の下、学校近くの水田
で田植えを体験しました。下級生はペアの上級生の田植えを見学し、
上級生は横一列に張られたひもを目印に苗を植え付けました。全校児
童が参加しての田植えは自彊小で４０年以上続く伝統行事です。児童た
ちは泥の中に足を入れた瞬間は驚いた様子でしたが、先生やスタッフ
の指導の下、真剣な表情で田植えの作業に取り組んでいました。４年
生の中

なか

村
むら

芽
め

生
い

さんは、「苗を数本ずつに分けて植える作業が難しかった。
大きく大切に育てていきたい」と話していました。

自彊小学校児童が田植え体験
年以上続く伝統行事 児童が田植えを満喫 

▲�スタッフにコツを学びながら、もち米の苗
を５～６本に分けて植え付け

　大幡で農業を営む桑
くわ

高
たか

史
ふみ

之
ゆき

さんが町内の保育園にトウモロコシを届
けました。この活動は、地元で新鮮な野菜が採れることを知ってほしい
と父・茂

しげ

夫
お

さんの代から２０年以上続いています。届けられたトウモロ
コシはドルチェドリームという生でも食べられる品種。たっぷりと果汁
を含み、甘みが強いのが特徴です。園児たちは桑高さんを出迎え、「大
きくて重たいトウモロコシ！美味しそう！」と大喜び。桑高さんは「子
どもたちのありがとうの言葉が素直にうれしい。吉田でもおいしいトウ
モロコシが採れることを多くの人に知ってほしい」と話していました。

桑高さんちのトウモロコシ　町内４保育園に届ける
いしく食べて地元の野菜を知ってお

▲�園児にトウモロコシを届ける桑高さん。子
どもたちの笑顔が最高のお返しに

40

　住吉小学校で６月２８日、１・２年生を対象に防犯講座が開かれ、児
童たちが自分の命を守る方法などを学びました。児童たちは県の防犯
アドバイザーから合言葉の「はちみつじまん」を使った怪しい人の見
分け方の説明を受けた後、声を掛けられても断って逃げる練習や捕
まってもジタバタして抵抗する方法などを学びました。１年生の野

の

中
なか

楓
ふ

未
み

さんは「不審者の見分け方やいろいろな逃げ方を教えてもらった。
危険を感じた時は、近くの家に飛び込んだり抵抗したりして自分の命
を守れるようにしたい」と話していました。

住吉小学校で子どもの体験型防犯講座「あぶトレ！」
言葉は「はちみつじまん」 不審者を見抜け  合

▲�怪しい人に声をかけられた時に、しっかり
断って逃げるトレーニング
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県司法書士会と空き家等対策の推進に関する協定を締結
互に連携し空き家の相談体制を強化相

　町は６月27日、県司法書士会（井
いの

上
うえ

尚
なお

人
と

会長）と空き家等対策の推
進に関する協定を締結しました。協定は相互に連携し、管理不全空き
家の発生抑制や空き家活用の促進によって良好な生活環境の保全と安
全安心なまちづくりの推進を図るもの。今後、町は空き家の相続や登
記などの相談を受けた際、同会所属の司法書士の紹介などを行います。
締結式で田村町長は「少子高齢化の進行に伴い、空き家の増加は避け
られない。町民の安全安心な生活を確保するため、司法書士会の皆さ
んと協力して空き家問題に対応していきたい」と話しました。

▲�空き家等対策の推進に関する協定書に署名
する田村町長（左）と井上会長（右）

　「ホームタウン吉田ＤＡＹ」と題した藤枝ＭＹＦＣ対ロアッソ熊本戦
が６月17日、藤枝総合運動公園サッカー場で開かれました。町はスタ
ジアム前噴水広場にＰＲブースを設置し、うなぎ弁当の販売や両チー
ムに釜揚げしらすを贈呈し、町の魅力を発信しました。そのほか、町
内事業者が場内コンコースやスタジアム前噴水広場に出店、試合前や
ハーフタイムによし吉が登場するなど会場を盛り上げました。当日は
2,134人が来場し、熱戦を繰り広げる選手たちに息の合った太鼓や手
拍子などでエールを送っていました。

藤枝MYFC「ホームタウン吉田DAY」
田の特産品やよし吉グッズでＰＲ吉

©2023 FUJIEDA MYFC

▲�田村町長から藤枝ＭＹＦＣとロアッソ熊本
両チームに釜揚げしらすを贈呈

　子どもたちが友達や地域の人と関わりを持
ち、知識を増やしてもらおうと「住吉わっぱ
宿」が６月２２日～24日までの３日間、住吉会館
で開かれました。住吉小学校の４～６年生３１
人が参加し、地域ボランティアの協力の下、親
元を離れて集団生活を実施しました。２３日は
グループごと決められた予算内で食材を購入
してカレーづくり。カレーを食べた後は、学習
ホールで肝試し、呑海寺で座禅を行いました。
最終日の２４日には、ちいさな理科館の中

なか

山
やま

隆
たか

雄
お

館長を講師に招き、紙やストローを使って
ぶんぶんごまの制作をしました。６年生の横

よこ

山
やま

ひよりさんと増
ます

田
だ

愛
あい

琉
る

さんは「自分たちで
作ったカレーがおいしくて、おかわりした」、
川
かわ

本
もと

楓
ふう

夏
が

くんは「みんなで協力してたくさん
のことを行うことができ、普段の学校ではで
きない経験ができた。中学生になってもボラ
ンティアで参加したい」と話していました。

地域通学合宿「住吉わっぱ宿」
元で友達と思い出つくる地

１

2 3

１呑海寺で座禅体験 ２グループで協力してカレーづく
り ３自分たちで作ったカレーをおいしく食べる子ども
たち ４科学講座で紙やストローを使ってぶんぶんごまを
制作 ５完成したぶんぶんごまを使って遊ぶ子どもたち

　レクリエーション活動でさまざまな遊び方を知り、公共の場の使い
方やルールを学んでもらおうと、川尻区地域教育推進協議会・かわし
りっ子わんぱくサークル（田

た

中
なか

容
よう

子
こ

代表）は６月17日、「あつまれ！かわ
しりっ子まつり」を催しました。区内の親子連れ８０人以上が参加し、輪
投げ、傘バランス、紙鉄砲、型抜き、ペットボトルボウリング、ヨーヨー
釣りを楽しみました。子どもを連れた保護者からは「遊びの中で公共
のルールを学ベる良い機会だと思う」また、子どもからは「友達と一
緒に体を動かして遊ぶことができるから楽しい」との声が聞かれました。

川尻会館でレクリエーション「あつまれ！かわしりっ子まつり」
イデアを活かした６つの遊び楽しむア

▲�友だちが見守る中、自分の手より大きな輪
を投げ高得点を目指す子ども

　片岡区地域教育推進協議会・片岡きらめき塾（吉
よし

永
なが

優
ゆう

子
こ

代表）は６月
４日、「ジャガイモ収穫と泥んこ遊びを楽しもう」を催し、親子連れ約
８０人が参加しました。今年は雨の日が多く、ジャガイモの収穫時期が
早まった影響で、収穫体験は中止に。当日参加した子どもたちは田植
え前の水田で旗取りやドッジボールをしたり、地域ボランティアが塩
ゆでしたジャガイモを食べたりしてイベントを楽しみました。大

おお

石
いし

千
ち

博
ひろ

くん、瑞
みず

貴
き

くん兄弟は「田んぼの中でするドッジボールが楽しかっ
た。また参加したい」と笑顔で話していました。

片岡きらめき塾「ジャガイモ収穫と泥んこ遊びを楽しもう」
んこ遊びで大はしゃぎ 子どもたちの声響く泥

▲�泥だらけになりながら田んぼに立てた旗を
目指し走る子どもたち

５４

3

　片岡区自治会は６月17日・18日の両日、片岡会館でふれあい文化展
を開きました。盆栽や絵画、書道など約400点もの作品が会場いっぱ
いに展示され、来場者の目を楽しませました。そのほか４年ぶりに町
文化協会茶道部によるお茶席や健康づくり友の会による減塩みそ汁の
提供が行われ、訪れた人たちは出展者との会話を弾ませながら交流を
楽しんでいました。桐

きり

田
た

不
ふ

二
じ

雄
お

会長は「昨年と比べて来場者数が100
人以上増え、コロナ禍前の活気が戻りつつある。今後も地域交流の場
として文化展を開催していきたい」と話していました。

第23回片岡区ふれあい文化展
慢の作品がずらり ４年ぶりに飲食も自

　身近な河川を美しく保ち、大雨で河川が増水した際にゴミが海に流
れ出し海岸に漂着するのを防ごうと、町は６月４日、川尻区・北区自
治会と大石建設㈱との協力の下、大井川河川堤防敷の清掃活動を実施
しました。この活動は、毎年６月に河川・海岸統一美化運動の統一実
施日にあわせ、地域住民・企業・行政が一体となって実施しているも
の。当日は総勢82人が参加し、川尻地区・大幡地区の２班に分かれて
徒歩でゴミを回収しました。台風一過で晴れ渡る空の下、約１時間半
の活動に汗を流し、約50㌔のゴミを集めました。

河川・海岸統一美化運動の一環で大井川の美化活動
治会や地元企業と協力して川や海をきれいに自

▲�約300人が文化展に出品。ずらりと並んだ
作品を楽しむ来場者

▲�２班に分かれ、大井川河川堤防敷のゴミを
拾い集める参加者たち
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募
集

「ちいさな理科館講座」
の受講者を募集します

８月の講座
開催日 講座名

１日㈫

理科館ウィーク特別講座
中学校理科の学習に挑戦！
物の運動の性質（２回実施）
※4～6年生対象
1３：００～1４：３０、１５：００～１６：３０

２日㈬

理科館ウィーク特別講座
ハマグリの解剖実験
（２回実施）
1３：００～1４：３０、１５：００～１６：３０

５日㈯
水と油を仲良くさせ
てみよう！（２回実施）
1３：００～1４：３０、１５：００～１６：３０

６日㈰

銅板表面の光沢や色
を変えてみよう
※３～６年生対象
13：00～14：30

１２日㈯

親子のプログラミン
グ入門講座
※1～3年生対象
13：30～15：30

20日㈰

親子の実験教室～糸を
染めてインテリア小物
を作ろう～（２回実施）
1３：００～1４：３０、１５：００～１６：３０

26日㈯
植物の葉はどのようにつ
いているの？（２回実施）
1３：００～1４：３０、１５：００～１６：３０

2６日㈯ 親子の夏の星座観察会
1８：３０～２０：００

対　象　小学生以上
参加費　100円
申込方法　�①希望講座②学校名③

学年④氏名⑤住所・電
話番号⑥保護者氏名を
電話または同館窓口で
直接申し込んでください。

申込時間　12:00～17:00
　　　※�木・金・第３火曜日（８月

は第５火曜日）を除く
問合先　ちいさな理科館
　　　　 34－5533

募
集

県すこやか長寿祭の
参加者を募集します

▶スポーツ交流大会・文化交流大会
　競技ごとに開催日・申込期限
が異なり、一部競技は、ねんり
んピックはばたけ鳥取2024の代
表選手選考を兼ねます。参加に
は事前申し込みが必要です。詳
細は問い合わせてください。
日　時　９月～３月　
場　所　草薙総合運動場ほか
対　象　原則60歳以上の県内在住者
種　目①スポーツ交流大会
　　　　卓球、テニス、剣道など
　　　②文化交流大会
　　　　囲碁、俳句、将棋など
▶総合開会式・講演会
　誰でも無料で参加できます。
参加を希望する人は事前に申し
込んでください（先着２００人）。
日　時　９月７日㈭ 14:00~16:10
場　所　グランシップ大ホール・海
内　容　アトラクション、（健康体

操、競技デモなど）、健康・
生きがいづくり講演会

問合先　公益財団法人しずおか
健康長寿財団

　　　　 054－253－4221

募
集

知事広聴「平太さんと
語ろう」傍聴者を募集

　川
かわ

勝
かつ

平
へい

太
た

県知事が地域の実情
や課題などについて吉田町、牧
之原市で活躍する４人と直接意
見を交換します。時間が許す限
り傍聴者の皆さんからも意見を
いただく予定です。
　オンラインでの視聴
もできます。
日　時　９月８日㈮ 13：30～
場　所　坂部区民センター（牧之原市）
申込締切　９月１日㈮
申込方法　�電話、FAX、メールのい

ずれかで名前、居住地、
電話番号を知らせてく
ださい。

申込・　県広聴広報課
問合先　 054－221－2235
　　　　 054－254－4032
　　　　 chijikouchou@pref.shizuoka.lg.jp

募
集

下水道の日「下水道いろ
いろコンクール」募集

募集部門①絵画・ポスター部門
            （小・中学生）
　　　②書道部門（小・中学生）
　　　③作文部門（小・中学生）
　　　④標語部門（制限なし）
　　　⑤新聞部門（小・中学生）
提出期限　８月31日㈭
入賞通知　令和６年５月下旬予定
※�応募は当日消印有効です。作

品は町から日本下水道協会に
提出し、返却しませんので注
意してください。入
賞者には賞状や副賞
が贈られます。

問合先　上下水道課下水道業務部門
　　　　 ３３－1100

募
集

防衛省採用試験実施
「一般曹候補生」を募集

　入隊後２年９ヶ月経過以降、選
考により曹に昇任。自分の能力
に合わせて知識と技術を高められ、
幹部への道も開かれたコースです。
応募資格　１８歳以上３３歳未満の人
試験日　�９月１５日㈮～２４日㈰の

うち指定する１日
問合先　自衛隊藤枝地域事務所
　　　　 054－643－6391

募
集

「生涯学習教室（後期）」
講師を募集しています

　意欲と資質のある２０歳以上の
人なら、特別な資格は不要です。
趣味や習い事など自分の特技を
生かし、多くの人が生涯学習に
取り組む機会を提供しませんか。
期　間　１１月～３月
実施回数　１講座につき１０回
応募締切　８月５日㈯ 17：00
問合先　中央公民館
　　　　 32－3121

結
果

吉田町スポーツ祭
の結果（優勝のみ）

【バレーボール】
▷男子６人制の部／石油王
▷男女混合９人制の部　　　　
　Ⅰブロック／つちのこ
　Ⅱブロック／さんぷらす　
問合先　町体育協会事務局
　　　　 32－3121

案
内

「社会教育フェスティバル」
～つながろうよしだ～

　社会教育活動にかかわる団体
が、地域の教育力向上や「社会
教育」に興味・関心を高めてもら
うことを目的に実施します。
※参加費は無料です。
日　時　７月３０日㈰ 9：30～12：00
場　所　総合体育館
対　象　地域の子どもとその保護者
内　容　�子どもが楽しめる体験

ブースを複数設置
　　　　（まつぼっくりアート、
　　　　傘バランスなど）
持ち物　体育館シューズ・タオル・水筒
問合先　生涯学習課社会教育部門
　　　　 ３３－2152

案
内

「介護予防体操inはぁと
 ふる」は平日毎日開催

　肩・腰のストレッチなど毎日
の体操で介護予防に取り組みま
せんか。
日　時　月～金曜日（祝日除く）
　　　　14：00～（15分程度）
場　所　健康福祉センター
　　　　はぁとふる１階壁画前
▷飯田運動指導士による指導日
　７月28日㈮
▷山田運動指導士の指導日
　８月８日㈫
※指導日は30分程度延長します。
※参加費無料、予約は不要です。
問合先　福祉課高齢者福祉部門
　　　　 33－2105

募
集

町を花でいっぱいに
町花の会会員を募集

　花が好きな人なら誰でもOK。
私たちと一緒に活動しませんか
問合先　�吉田町花の会（只井）

32－6826

詳細はコチラ詳細はコチラ

詳細はコチラ詳細はコチラ

子どもの相談室 知的障害者相談 心の病相談 子育て相談
相談日　毎週火～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　8：30～16：30
　　　　（水・木曜日は12：00まで）
場　所　役場５階相談室
※相談がある人は予約してください。
問合先　学校教育課
　　　　 33－2151

相談日　８月１日㈫
時　間　13：30～15：30
場　所　�健康福祉センター
	 はぁとふる１階
　　　　ミーティングルーム
※相談がある人は予約してください。
問合先　相談員 藤田
　　　　 ０９０－７６８９－２３３３

相談日　毎週日曜日
時　間　9：00～17：00
※�相談がある人は電話で予
約してください。予約を
受け付けた後、相談場所
を連絡します。

問合先　相談員 宮本
　　　　 090－8955－0360 

子育てに関する相談を随時
受け付けています。
相談日　毎週月～土曜日
　　　　第３日曜日（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　子育て支援センター
問合先　子育て支援センター
　　　　 28－7034

心配ごと相談 司法書士権利擁護相談  無料法律相談 日曜開庁実施日
相談日　８月９日㈬・23日㈬
時　間　13：30～16：00
　　　　（受付は15：30まで）
場　所　健康福祉センター
　　　　はぁとふる１階
　　　　ミーティングルーム
問合先　社会福祉協議会
　　　　 34－1800

成年後見制度や相続など
相談日　８月１６日㈬
時　間　13：30~16：30
場　所　�健康福祉センター
	 はぁとふる１階相談室
※1週間前までに予約してください。
問合先　社会福祉協議会
　　　　 34－1800

トラブルや法律問題などにつ
いて弁護士に相談できます。
相談日　８月２日㈬・16日㈬
時　間　13：30～16：30
場　所　�役場２階会議室
相談時間　１人30分間
※相談がある人は予約してください。
問合先　総務課 33－2131

窓口業務を中心に８2業務を
実施しています。
開庁日　８月６日㈰・13日㈰
　　　　　　20日㈰・27日㈰
時　間　８：15～12：00
　　　　13：00～17：00
問合先　総務課
　　　　 33－2132

建物の無料相談 消費生活相談 高齢者相談 無料税務相談
相談日　８月６日㈰・13日㈰
　　　　　　27日㈰
時　間　10：00～12：00
場　所　中央公民館２階
　　　　IT 講習室
※相談がある人は予約してください。
問合先　都市環境課
　　　　 33－2161

消費生活相談員による相談
相談日　毎週火・金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　役場６階産業課
上記以外でも随時受け付けてい
ます。事前に連絡してください。
問合先　産業課 33－2122

介護予防、認知症、虐待など
相談日　毎週月～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　８：15～17：00
場　所　健康福祉センター
	 はぁとふる２階
問合先　地域包括支援センター
　　　　 33－2323

相続税、土地取得税、贈与税など
税全般について相談できます。
相談日　８月２３日㈬
時　間　13：30～15：30
場　所　役場２階会議室
※相談のある人は予約してください。
問合先　東海税理士会島田支部
　　　　 0547－37ー6575

創業支援相談 経営無料相談「よしサポ」 一般廃棄物最終処分場（エボ池）休日搬入日 清掃センター・リサイクルセンター休日搬入日
創業支援ネットワーク事業
は相談から創業実現までき
め細やかにサポートします。
相談日　月～金曜日
　　　　（祝日除く）
時　間　９：00～16：00
場　所　役場６階産業課
問合先　産業課 33－2122

経営や創業について専門ア
ドバイザーに相談できます。
相談日　８月25日㈮
時　間　９：30～15：30　
場　所　北オアシスパーク
※相談がある人は予約してください。
問合先　まちづくり公社
　　　　 33－2700

搬入日　８月27日㈰
時　間　13：30～14：30
※�搬入する場合は月～金曜
日（祝日除く）に事前予約
してください（搬入物の
写真、車両番号が必要）。

問合先　都市環境課
　　　　 33－2102

搬入日　８月５日㈯・13日㈰
　　　　　　19日㈯・27日㈰
土曜日　８：30～12：00
日曜日　８：30～12：00
　　　　13：00～15：00
住所、氏名、ごみの種別を申告
問合先　清掃センター
　　　　 24－0530
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令和５年6月30日現在
住民基本台帳人口29,228人
� （前月比 －3人）
� 男 14,667人　女 14,561人
※内外国人� 人口 2,226人
� 男 1,019人　女 1,207人
世帯数12,174戸（前月比＋23戸）
組 数    514組（前月比±０組）
出生  15人　死亡  25人
転入 104人　転出  92人

※�
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新鮮な野菜や地場産品の販売、
フリーマーケットもあります。

9：00～
能満寺山公園駐車場

※その他の増減ー５

しらすのまどぐち情報
（小山城売店）
町内しらす加工会社の商品
をはじめ、町の特産品やよし
吉グッズを販売しています。

　地域包括ケア病棟は病気やけがの治療を受け、症状が安定した患
者を対象に在宅や介護施設への復帰に向けた医療や支援を行う（上
限60日間）病棟です。在宅療養に不安があり、もう少しの入院治療
で社会復帰できる人や家族の介護休養が
必要な人などは入院を検討してください。
入院の申し込み方法などの詳細
は榛原総合病院ホームページを
確認してください。

榛原総合病院に地域包括ケア病棟が開設されました

問榛原総合病院患者支援センター　 22－7301（杉田・川嶋）

８月の園芸ミニ講座
アートフラワーの壁飾りを作ろう
ソラフラワーなどを使い、
ナチュラルなフレームの壁
飾りを作ります。
日　時　８月19日㈯
　　　　10：00～12：00
場　所　公園内研修室
参加費　3,000円（材料費）
持ち物　クラフトはさみ
申込締切　７月30日㈰ ※先着20人

8月6日
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７月の納税
国民健康保険税	 第１期
固 定 資 産 税� 第２期都 市 計 画 税
７月31日㈪までに納めてください

令和５年５月３１日執行 

抽選型指名競争入札
▪吉田町内河川維持補修工事
入札参加　10社
落札業者　㈱兼祥
予定価格　4,565,000円
落札価格　3,773,000円
落 札 率　82.65％
令和５年５月31日執行 

指名競争入札
▪吉田町立小中学校空調設
備保守点検業務
指　　名　5社
落札業者　㈱エクノスワタナベ
予定価格　4,499,000円
落札価格　4,235,000円
落 札 率　94.13％
▪公用車賃貸借
指　　名　7社
落札業者　マツダオートリース㈱
予定価格　97,900円
落札価格　92,180円
落 札 率　94.16％
▪配水管布設替工事測量業務委託
指　　名　8社
落札業者　㈱大場上下水道設計
予定価格　28,127,000円
落札価格　27,225,000円
落 札 率　96.79％
▪水道施設更新工事設計業務委託

指　　名　8社
落札業者　㈱大場上下水道設計
予定価格　21,362,000円
落札価格　20,460,000円
落 札 率　95.78％
▪低区・高区・川尻配水系
老朽管漏水調査業務委託
指　　名　5社
落札業者　㈱コスモリサー

チ東海支店
予定価格　4,301,000円
落札価格　3,993,000円
落 札 率　92.84％
▪湯日川親水・小藤路公園
管理業務委託
指　　名　5社
落札業者　㈲松浦造園
予定価格　9,878,000円
落札価格　9,460,000円
落 札 率　95.77％
▪西の宮公園・川尻大道公園・
川尻児童公園管理業務委託
指　　名　5社
落札業者　田中造園
予定価格　8,954,000円
落札価格　8,602,000円
落 札 率　96.07％
▪大道公園・吉田海岸緑道
管理業務委託
指　　名　5社
落札業者　㈲松浦造園
予定価格　4,312,000円

落札価格　3,883,000円
落 札 率　90.05％
▪青柳公園管理業務委託
指　　名　5社
落札業者　㈱林造園
予定価格　3,080,000円
落札価格　3,080,000円
落 札 率　100.00％
令和５年6月28日執行 

指名競争入札
▪吉田町情報系・インター
ネット系端末賃貸借
指　　名　10社
落札業者　㈱SBS情報システム
予定価格　2,457,290円
落札価格　1,540,000円
落 札 率　62.67％
▪吉田町環境基本計画・地球温
暖化防止実行計画（事務事業
編・区域施策編）・生物多様性
地域戦略策定業務委託
指　　名　5社
落札業者　㈱環境アセスメ

ントセンター
予定価格　8,943,000円
落札価格　6,589,000円
落 札 率　73.68％
▪吉田町路面性状調査業務委託
指　　名　5社
落札業者　㈱パスコ静岡支店	
予定価格　8,360,000円

落札価格　7,480,000円
落 札 率　89.47％
▪普通河川大窪川支川測量
設計業務委託
指　　名　5社
落札業者　服部エンジニア

㈱島田事務所
予定価格　4,543,000円
落札価格　4,290,000円
落 札 率　94.43％
令和５年6月２8日執行 

制限付き一般競争入札
▪町道植樹桝修繕工事
入札参加　４社
落札業者　たむら建設㈱
予定価格　3,388,000円
落札価格　2,640,000円
落 札 率　77.92％
▪大幡川幹線排水路第２号
橋梁補修工事
入札参加　３社
落札業者　大石建設㈱
予定価格　23,628,000円
落札価格　22,770,000円
落 札 率　96.37％
▪吉田漁港多目的広場整備工事
入札参加　４社
落札業者　たむら建設㈱
予定価格　18,139,000円
落札価格　14,190,000円
落 札 率　78.23％

入札結果
入 札 結 果 を 公 表 し ま す 予定価格・落札価格は消費税込み

※入札結果は町のホームページ（http://www.town.yoshida.shizuoka.jp）に掲載しています。
問合先　財政管理課　契約管理部門　 33－2133

案
内

榛原総合病院家庭医療
科に相談してください

　「何科にかかればいいかわか
らない」「物忘れの相談や認知
症の検査・治療をしたい」「更
年期障害で悩んでいる（男女問
わず）」などの困りごとがある
ときは榛原総合病院の家庭医療
科に相談してください。家庭医
療科は年齢や性別、病気の種類
に関係なく診療を行い、必要な
場合に最適な専門科を紹介しま
す。受診を希望する人は電話で
予約してください。詳細はホー
ムページから確認できます。
問合先　榛原総合病院家庭医療科外来
　　　　 22－1131

案
内

ひとり親家庭のための
出張個別相談会を開催

　職業紹介や求職登録、弁護士
による養育費などの相談、行政
職員による生活相談ができます。
開催日①８月１４日㈪
　　　②８月１７日㈭
時　間　９：３０～１６：００（１人３０分）
場　所①静岡市役所清水庁舎
　　　　３階３０１会議室
　　　②島田市役所会議棟
　　　　２階D会議室
参加費　無料（託児有り・要予約）
※�予約優先、当日受け付けもできます。状

況により中止や延期する場合があります。
問合先　ひとり親サポートセンター
　　　　 054－254－1191

案
内

停電・感電災害防止の
ため台風対策に協力を

　強風により飛来物が電柱や電
線に引っかかると停電の原因と
なります。台風前には老朽化し
た看板は撤去するなどの台風対
策の協力をお願いします。
　特に農業従事者が多いエリア
は農業用のマルチシートが飛来し、
停電を引き起こすことがありま
す。切れて垂れ下がった電線や
電線に巻き付いた障害物などを
見つけたら近づいたり触ったり
せずにすぐに連絡してください。
問合先　中部電力パワーグリッド
　　　　 0120－977－522
　　　　（２４時間通話可能）

【総合体育館】８月の主な利用予定
日 行事名 時　間 問合先

６㈰ 第32回小学生バドミントン
東海大会個人戦県予選 ８：00～１7：00 吉田バドミントンスポーツ少年団

０９０－５６１１－８７４４（菊地）

１１㈮ アスレジーナカップ２０２３
6人制女子バレーボール大会 ８：00～１7：00 静岡県大学バレーボール連盟

０９０－8868－８263（村本）

１９㈯ チャレンジカップ ８：00～１7：00 吉田体操スポーツ少年団
３２－２２２５（若松）

20㈰ 町民スポーツ祭 卓球大会 ８：00～１7：00 吉田町体育協会
090－9262－0497（寺本）

6月生まれの米寿者6月生まれの米寿者
小
こ

林
ばやし

　　榮
さかえ

（神戸）
増
ます

田
だ

　　清
きよし

（住吉）
岩
いわ

本
もと

　千
ち

鶴
づる

（片岡）

白
しら

石
いし

　　章
あき

（片岡）
増
ます

田
だ

　十
とう

一
いち

（住吉）
三
み

浦
うら

　義
よし

司
じ

（神戸）

三
み

輪
わ

　幸
さち

子
こ

（片岡）

※生年月日順（敬称略）
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INFORMATION 情報ボックス

21 ※日程や開催について変更する場合があります。最新の情報はホームページやLINEで確認してください。



　

７
月
は
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
競
技
を
観
戦

し
た
り
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

だ
り
す
る
機
会
も
増
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
の
ル
ー

ル
や
歴
史
に
つ
い
て
知
る
と
、
よ
り

一
層
楽
し
み
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

今
回
は
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
３
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
関
連
図
書

『�

誰
で
も
上
達
す
る
水
泳
』�

　
佐さ

さ々

木き

裕ゆ
う
一い

ち

郎ろ
う 

監
修
／
成
美
堂
出
版
社

　

水
泳
は
水
中
で
体
勢
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
特
殊
な
ス
ポ
ー
ツ
の
１

つ
。
効
率
よ
く
速
く
泳
ぐ
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
属
の
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
と
あ
わ
せ

て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水

泳
に
関
す
る
コ
ラ
ム
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

『
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
楽
し
む
本
』

　
成
美
堂
出
版
編
集
部 

編
／
成
美
堂
出
版

　

メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
競
技
68

種
目
ま
で
を
取
り
上
げ
、
試
合
の
流

れ
と
基
本
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
解
説
。

競
技
の
見
所
や
ポ
イ
ン
ト
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
よ
り

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
一
冊
で
す
。

『�

そ
ん
な
わ
け
で
ス
ポ
ー
ツ
は
じ
め

ち
ゃ
い
ま
し
た
！
図
鑑
』

　�

粟あ
お
う生
こ
ず
え 

文
・
谷た

に

釜が
ま

尋ひ
ろ

徳の
り 

監
修
・
な
か
さ

こ
か
ず
ひ
こ
！ 

構
成
・
絵
／
主
婦
の
友
社

　

世
界
中
の
ス
ポ
ー
ツ
の
誕
生
に
は
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
意
外
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
当
時
使
わ
れ
て
い
た
道
具
や

ル
ー
ル
の
歴
史
な
ど
、
誰
か
に
話
し

た
く
な
る
豆
知
識
が
満
載
で
す
。

◎
映
画
会
の
お
知
ら
せ

日　
時　
８
月
13
日
㈰ 

14
：
30
～

場　
所　
図
書
館
１
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル

作　

品　
『
父
と
暮
ら
せ
ば
』

　
　
　
　
（
上
映
時
間
99
分
）

原　

作　

井い
の
　
う
え上
ひ
さ
し

監　

督　

黒く
ろ

木き

和か
ず

雄お

主　

演　

宮み
や

沢ざ
わ

り
え
／
原は

ら

田だ

芳よ
し

雄お

／

　
　
　
　

浅あ
さ

野の

忠た
だ

信の
ぶ

ほ
か

　

人
類
史
上
初
の
原
爆
が
投
下
さ
れ

て
か
ら
３
年
後
の
広
島
。
図
書
館
に

勤
め
る
美
津
江
の
前
に
、
１
人
の
青

年
が
現
れ
た
。
広
島
原
爆
を
背
景
に

描
く
、
心
温
ま
る
父
と
娘
の
物
語
。

※�

作
品
内
容
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
解
説
か
ら
引
用

30８

６月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ 4 5 6 ❼ ８
９ １０ １１ １２ １３ ⓮ １５
１６ １７ ⓲ １９ ２０ � ２２
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ � ２９
３０ ３１

７月 ８月

◎交流ストリート
（１階交流ストリート）
①色鉛筆・ボールペン等で描いた作品の展示
　８月１日㈫～１５日㈫
（２階交流ストリート）
②榛南平和の会・原爆パネル展示
　８月１日㈫～15日㈫
※①②ともに15日は15：00まで

◎２階おはなし室
おはなし会
（赤ちゃん向け）
７月19日㈬・８月２日㈬・16日㈬
10：30～10：45
（幼児・小学生向け）
７月16日㈰・８月６日㈰・20日㈰
11：00～11：15

ス
ポ
ー
ツ
の
夏
！

読書感想文におすすめの
本や課題図書、推薦図書、
感想画図書を展示。自由
研究に役立つ本も紹介し
ています。
※�課題図書の貸し出しや予約
方法は他の本と異なります。
詳細は問い合わせください。
期　間　８月23日㈬まで
場　所　2階児童図書フロア

夏のおすすめ本コーナー
を設置しています

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 ❹ 5

6 7 8 9 10 ⓫ 12
13 14 15 16 17 ⓲ 19
20 21 22 23 24 � 26
27 28 � 30 31

●は休館日　開館　月～木曜日10：00～18：30
　　　　　　時間　土・日・祝日９：30～17：30

※８月は第５火曜日が休館です。

乳幼児の健診・健康相談のご案内

子育て世代包括支援センター
よしにこ 母子健康手帳交付 肝炎ウイルス相談・検査、

エイズ検査、骨髄ドナー登録受付

妊娠期から子育て期のさ
まざまな相談に応じます。
気軽に相談してください。

毎週月曜日
８：15～16：45

健康づくり課 32－7000
中部保健所（予約制）
054－644－9273

町健康ガイドWEB版 町民健康相談 不妊・不育相談

健康ガイドがパソコンや
スマートフォンなどで閲
覧できます。

　

8月7日㈪９：30～11：00
よりよい健康づくりのた
め保健師や管理栄養士が
個別相談に応じます。
健康づくり課 32－7000

専門家による電話相談や
面接相談（予約制）
毎週火曜 10：00～19：00
毎週木・土曜10：00～15：00
県不妊・不育専門相談センター

080－3636－3229

乳幼児健診・健康相談の実施は、対象の人
に個別で通知します。赤ちゃん健康相談の
実施は、町ホームページまたはよしにこダ
イアリーで最新の情報を確認してください。

便利な「よしにこダイアリー」登録して
スマートフォンやタブレットで、子どもの
成長記録、予防接種スケジュールの管理が
簡単にできる無料のアプリです。町からの
お知らせも発信しています。

よしにこダイアリーのダウン
ロードはこちらから⇩

母子モ 検索 〇

　
熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に

長
時
間
い
る
こ
と
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調

整
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
こ

と
で
起
こ
り
ま
す
。
屋
外
に
限
ら
ず

室
内
で
も
発
症
し
、
最
悪
の
場
合
、

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
熱
中

症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
、
自
分
の
体
調
変
化
に
気
を
つ
け

な
が
ら
周
囲
に
も
気
を
配
り
、
熱
中

症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
症
状

　

体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る

さ
、
立
ち
く
ら
み
、
大
量
の
発
汗
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
ひ
ど
い
と
き
に

は
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
体
を
冷
や
し
て
水
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
症
状
が
改
善

さ
れ
な
い
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・�

暑
さ
を
避
け
る

　

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
い
、
部

屋
の
温
度
を
調
節
す
る
、
吸
湿
性
・

速
乾
性
の
あ
る
通
気
性
の
よ
い
涼
し

い
服
装
に
す
る
、
外
出
時
に
は
帽
子

や
日
傘
を
着
用
す
る
な
ど
し
て
、
暑

さ
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
暑

い
日
や
時
間
帯
は
活
動
を
控
え
る
な

ど
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
保
冷
材
や
氷
な
ど
で
体
を
冷
や

せ
ば
、
体
の
蓄
熱
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

　

室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
と
き
で

も
熱
中
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な

い
時
で
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を
活
用

　

熱
中
症
の
危
険
が
極
め
て
高
い
暑

熱
環
境
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
日
の

前
日
の
夕
方
ま
た
は
当
日
の
早
朝
に

『
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
』
が
発
表

さ
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
同
報
無

線
、
町
公
式
L
I
N
E
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
発
信
さ
れ
ま
す
。

発
表
さ
れ
た
日
に
は
、
外
出
を
控
え

る
な
ど
、
普
段
以
上
に
熱
中
症
予
防

に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
は

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
、
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
周
囲
の
人
か

ら
も
水
分
補
給
な
ど
の
声
掛
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

蒸
し
暑
い
夏
、
熱
中
症
に
注
意
を

Android版 iPhone版

8月の休診日当番医
６日㈰　徳山整形外科
　　　　 3３－0666
１１日㈮　はいばらクリニック
　　　　 ２３－5677
1３日㈰　はやかわ内科医院
　　　　 ３３－1266
２０日㈰　えんどうこどもクリニック
　　　　 2２－7373
2７日㈰　佐故医院
　　　　 22－7010
診療時間　９：00～17：00
※�変更になる場合がありますので医療ネット

しずおかのホームページで確認してください。

志太榛原救急医療センター
入院を要しない夜間の救急に対応し
ています。事前に電話してから保険
証や各種受給者証、お薬手帳を持参
し受診してください。
診療時間　月～金　19：30～22：00
　　　　土・日　１９：３０～翌朝7：00
診療内容　内科・小児科
　　　  054－644－0099

広報よしだ◎2023／ 7月23 広報よしだ◎2023／ 7月 22

保 健 だ よ り 問い合わせ
　健康づくり課（保健センター）　 32－7000

※日程や開催内容について変更する場合があります。最新の情報は図書館に問い合わせてください。

問い合わせ　図書館　 33－3434　 33－2300　　ＵＲＬ　https://www.lib.yoshida.shizuoka.jp/



▲ 応募はコチラ応募はコチラ

ちゃん

お花と動物が大好きで食いし
ん坊な紗百合♡2歳のお誕生
日おめでとう！

（２歳・川尻）

久
く

米
め

紗
さ

百
ゆ

合
り

く ん

いつも笑顔で周りまで幸せに
してくれるみっくん♪これか
らもすくすく育ってね‼♡

（２歳・神戸）

岩
いわ

堀
ほり

瑞
みず

己
き

ちゃん

いつも笑顔をありがとう♡
これからも元気いっぱい大き
くなってね！

（３歳・片岡）

石
いし

川
かわ

栞
かん

凪
な

ちゃん

お誕生日おめでとう♡
これからもにぃにと仲良く元
気に育ってね！

（２歳・神戸）

竹
たけ

内
うち

乃
の

惟
い

く ん

そうちゃん3歳おめでとう‼
いっぱい遊んでいっぱい食べ
て大きくなろうね♪

（３歳・片岡）

鈴
すず

木
き

湊
そう

太
た

ちゃん

お誕生日おめでとう☆幸せを
いっぱい届けてくれてありが
とう♪パパとママの宝者です

（３歳・大幡）

袋
ふくろ

井
い

結
ゆ

萠
め

　

今
月
号
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー

ル
特
集
。
取
材
を
通
じ
て
多
く
の
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
学
校
や
児
童
・
生
徒
た
ち
が
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

子
ど
も
や
孫
が
通
っ
て
い
る
、
子
ど

も
の
笑
顔
を
見
た
い
、
母
校
の
た
め

に
何
か
恩
返
し
し
た
い
な
ど
活
動
の

動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
そ
の
活
動
の

輪
は
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
取
り
組
み
は
ほ
ん
の

一
部
。
全
て
紹
介
で
き
な
い
の
が
本

当
に
残
念
で
す
。
今
月
号
を
き
っ
か

け
に
活
動
の
輪
が
少
し
で
も
広
が
る

と
う
れ
し
い
で
す
。�

（
T
S
）

　

７
月
に
入
り
、
蒸
し
暑
い
日
が
続

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
何
か
夏
の

暑
さ
を
乗
り
切
る
工
夫
は
さ
れ
て
い

ま
す
か
▼
近
年
、
A
I
の
活
用
な
ど

デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま

す
。
取
材
で
訪
れ
た
学
校
で
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

た
授
業
が
行
わ
れ
、「
新
時
代
の
到
来
」

そ
し
て
新
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
活

用
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
▼
７
月
は
夏
休
み
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
、
町
で
も
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
や
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。町
か
ら
の
情
報
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。�

（
Ｋ
Ｗ
）

７

８月号の対象者

▶�町内在住で８月に１歳～３歳（令和２・３・4年の各８月生まれ）の誕生日を迎える
お子さんを９人募集します。二次元コードから応募してください。なお応募多数の
場合は抽選となります（掲載されたことがないお子さんを優先して掲載します）。
※抽選の結果は、当選した人にのみこちらから詳細について連絡します。
応 募 期 限　７月20日㈭
問い合わせ　企画課 シティプロモーション部門　 33－2135
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